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LESLIE TONE CABINET

取扱説明書

Rotary- Unit

2101

この度はレスリー２１０１ｍｋ２をお買いあげいただきまして誠にありがとうございます。

本製品を末永く、そして安全にご使用いただくため、この取扱説明書をよくお読み下さい。

お読みになった取扱説明書は、大切に保管して下さい。

mk2



＊　この取扱説明書に掲載されている会社名、製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

＊　この取扱説明書に掲載されているイラストは、すべて操作説明のためのものです。したがって実際の仕様と異なる場合があります。
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レスリー・スピーカーの簡単な歴史　

なぜレスリーのスピードを調整するのか？

レスリー2101mk2の内部システムについて

レスリー2101mk2の仕様

各部の名称と働き

オルガンの接続と基本操作

ステーショナリーユニット2121との接続例と設定

プリセットとファンクションの設定

HORN ROTOR 　ホーンローターの設定

ＬＯＷ ROTOR 　ローローターの設定

プリセットパラメータの変更方法

システムパラメータ（ＭＩＤＩ　ファンクション）の設定

ＭＩＤＩ による他の楽器からのコントロール

MIDI  インフォメーション

MIDI  インプリメーション　チャート

アフターサービスについて

表1　プリセットパラメータの範囲とデフォルト（初期設定）値

表２　システムパラメータの範囲とデフォルト（初期設定）値

３．８ピンレスリーコネクタ付１チャンネルモデル

４．レスリーコネクターを持たないモデル

1．11ピンレスリーコネクタ付1チャンネルモデル

２.11ピンまたは8ピンレスリーコネクタ付3チャンネルモデル

表３　プリセットパラメータの詳細



レスリー2101mk2は高音部にレスリー伝統のオリジナルホーンローターを採用、低音部に新開発の

DSPロータリーシミュレータを内蔵した外形52×51×33cmのコンパクトタイプのレスリーです。

コンパクトサイズにもかかわらず低音から高音までフルレンジをカバーしておりこれ1台で家庭用、

練習用、ライブコンサート等に幅広く活用できます。

さらにステーショナリーユニット2121と組み合わせると中低音部が大幅にパワーアップされ、

より迫力のあるレスリーサウンドをお楽しみいただけます。

はじめに

本文の説明に入る前にレスリー・スピーカーの簡単な歴史をご紹介します。

　

レスリー・スピーカーは、ドナルド　Ｊ．レスリーによって、当時一世を風靡していたハモンド・オルガンの

音を改良する方法として、１９３０年代後半に開発されました。レスリー氏は、試行錯誤を繰返し、静止して

いるスピーカーの前でバッフルを回転させると、オルガンの音楽に非常に心地良い「トレモロ・タイプ」の音が

加えられることを発見しました。この技術は、「ドップラー効果」と呼ばれるものを音楽へ応用したものです。

これは、１９世紀初頭にオーストリアの数学者で物理学者であるクリスチャン・ドップラー(1803-1853)に

よって発見されたもので、静止している人に動く音源から聞こえてくる音のピッチ（＝高さ）が明らかに変化

する現象のことです。又、音の大きさも変化するように見え、この周波数（ビブラート）と振幅（トレモロ）の

変調を組合わせることによってレスリー・スピーカーの独特な音が出るのです。

初期の「バイブラトーン」スピーカーも現在製造されているものも、レスリー・スピーカーは大部分、実際に

回転する２つのバッフルと２つのスピーカーが付いています。高い周波数を処理するスピーカーが１つ

キャビネットの上部についており、このスピーカー用のバッフルとモーターが一緒になって「ホーン・ローター」

と呼ばれています。もう１つの大きい方のスピーカーは、ベース、つまり、ペダル（足鍵盤）の周波数を再生

するもので、もっと大きなバッフルを使っています。そのため、これはベース又はロー・ローターと呼ばれます。

トレモロを生むために速度を速くしてバッフルを回転させる他に、遅い速度でバッフルを回転させると心地よい

「コラール」や「セレステ」効果を生み出せることがわかりました。コラール効果とは、パイプ・オルガンで同時に

演奏されるパイプの２ランクの互いの調子を僅かにずらして出す効果のことです。

このような理由から現在レスリーのロータースピードは「ファーストFast」と「スロー Slow」の２スピードとなっているのです。

レスリー・スピーカーの簡単な歴史　

当初、レスリー・スピーカーで使われるモーターは単一の速度で回っていました。長年レスリー・スピーカー

の速度はファーストかトレモロの単一スピードしかありませんでした。１９６０年代半ばにコラール（スロー）・

スピードが世に出された後でも、基本速度のバリエーションとしてより速くしたり、或いは、より遅く回すため

にモーター・ドライブのベルトの位置を別のプーリーにかけ変えることによって行う方法が考え出されました。

レスリー・スピーカー・キャビネットは、工場で１台１台注意深く調整されていますが、モーターが古くなったり、

ベルトがプーリーから微妙にずれたりすると、ローターの回転を速める(Rise Time)、遅らせる(Fall Time)、

或いは、完全に停止する（Brake Time）までに要する時間だけでなく、ローターの速度にまで影響を与える

ことが考えられます。

ハモンド・オルガンとレスリー・スピーカーを使って作られたコマーシャル録音を聴けば、これらのパラメータ

がしばしば違っていることがはっきりします。

レスリー2101mk2にはホーンローター用の最新型ブラシレスＤＣサーボモーターと新たに設計された

ディジタル・ロー ・ローターが装着されており、今まで不可能と思われていたこれらのパラメータを思いの

まま操ることができるようになっています。

これで、あなたは、あたかもこのレスリー・スピーカーが特注品であるかのように、お好みの特性を正確に

生み出すことができるのです。

なぜレスリーのスピードを調整するのか？
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本機は、ロータリー、ステーショナリーL、ステーショナリーR の3チャンネルタイプとなっています.。

　　ロータリーチャンネルから入力されたオーディオ信号は低音部、中音部、高音部の

　　周波数帯域によって3分割されます。

　　低音部（125Hｚ以下）はそのままアンプで増幅されウーハー（低音スピーカー）に送られます。

　　　　　　　　　　　　　　この信号は同時にステーショナリーL,Rのラインアウトにも送られます。

　　

　　中音部（125～fcHz付近）はDSPロータリーシミュレーターにより回転効果付きの

　　　　　　　　　　　LRステレオ信号に変換されます。　これらの信号は2ｃｈのアンプで増幅されそれぞれ左右の

　　　　　　　　　　　ウーハーに送られます。これらの信号は同時にロータリーL,Rのラインアウトにも送られます。

　　

　　高音部（fcHz以上）はそのままアンプで増幅されホーンローターに送られます。

　　　　　　　　　　　ホーンローターはスピードコントロール付きのブラシレスDCサーボモーターで回転制御されここで

　　　　　　　　　　　アコースティックなレスリー効果を生み出します。この信号はラインアウトに出力されませんので

　　　　　　　　　　　必要な場合はホーンローターから出る音を直接マイクロフォンで収音してください。

fc = 7 0 0
　 ～1 .1 ｋH z

125Hz

中音部低音部 高音部
（ホーンローター）

周波数

レベル

レスリー２１０１ｍｋ２の内部システムについて

　　　これはリズム、オーケストラボイスなど

　　　回転効果をつけない音源用入力です。

　　　ロータリー（回転）に対してステーショナリー

　　　（静止）と呼ばれています。

　　　ステーショナリーL,R入力のほか、

　　　本機では11ピン,8ピンコネクタで

　　　3チャンネルタイプのオルガンに

　　　対応しています。

・ロータリーチャンネル

・ステーショナリーチャンネル
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高音部
レベル

5cmツイーター 5cmツイーター

13cm ウーハ―13cm ウーハ―

ト レブルドライバー

ホーンローター

L c h
7 5 w
パ ワー
ア ン プ

R c h
7 5 w
パ ワー
ア ン プ

ホー ン
5 0 w
パ ワー
ア ン プ

D S P
ｸﾛｽ ｵ ｰ ﾊ ﾞｰ

ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ DSP  ロー タ リ ー
シ ミュ レー タ ー

ｆｃ以 上

125Hz
以下

ボ リ ュー ム コント ロー ル

*fc ＝ｸﾛｽｵｰﾊﾞｰ周波数
　　　　700Hz から　1.1KHz

＊外部スピーカーを接続している場合
 　ウーハーは、鳴りません。

rotary
Lch

Lineout

EXT.Speaker

11pin/8pin leslie connector

 low rotarystationary & bassstationary
Rch RchLch RchLch

ラインア ンプ ラインア ンプ
外 部

スピ ー カ ー 端 子

125Hz
  ～ｆｃ

Lch
stationary

Rch
rotary

Line in

中音部
レベル

低音部
レベル

真空 管ア ンプ真空管オ フ時

(ローローター)



レスリー2101mk2　仕様

3チャンネル　レスリートーンキャビネット　　　　　　　

ボリューム (ステーショナリーL 、ステーショナリーR、ロータリー)   

  

オーバードライブ、チューブモード（ソフト～ハード）

ファンクションスイッチ　（回転スピード、ライズタイム、

　　　　　　　　　　　　　　　　ロータリーチャンネル各部音量等）

バリュー(アップ／ダウン)

ファンクションセレクト（ホーンローター、ローローター）

プリセット1-2、メモリー

ステーショナリー入力セレクト（MONO／STEREO）　

ホーンローター　50W、ローローター　75W×2チャンネル

7セグメント2桁LEDディスプレイ

幅52×奥行51×高さ33ｃｍ

100V　50／60Hz、190W

レスリー2121　ステーショナリーユニット

レスリー11ピンケーブル（LC11-7M）

レスリー11ピン"Y"ケーブル（LC11Y-7M）

レスリー8ピンケーブル（LC8-7M）

フットスイッチ　FS-9H

スタンド用アダプター  LSA-21

23ｋｇ

11ピンレスリーソケット , 8ピンレスリーソケット 

ラインイン　

　　　　（ ロータリー、ステーショナリーL、ステーショナリーR）

ラインアウト    

　　　　（ ステーショナリー&BASS、ローロータリー）

フットスイッチ（スロー／ファースト／ストップ）

フットスイッチ（プリセット1-2）

MIDI　IN，OUT

2121用リモートアウト

外部スピーカー接続端子

高音部　　　ホーンローター　（アコースティックレスリー）　　

低音部　　　ローローター　　13ｃｍ×2（DSPデジタルレスリー)

・方式　　　　　　 

　

・スピーカー　　 

・出力　　　　　　

・コントロール　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

・ディスプレイ　　

・端子　　　　　　

　　　　　　　　　　

・寸法　

・重量　　　　　　

・消費電力　　

・オプション　　
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　　別売の11ピンレスリーケーブル（LC11-7M）で 
　　ハモンドオルガンの11PIN LESLIE SOCKET
　　に接続します。
　　   

　　XK-1,XB-1,及びXM-2,XM-1にレスリードライバー無しで
　　直接接続できます。
　　ケーブルは別売の8ピンレスリーケーブルLC8-7Mを
　　使用します。

　　・ROTARY　（ロータリー）
　　　　レスリーコネクタを持たないオルガン用のロータリー専用入力です。
　　　　標準プラグ を持ったオーディオケーブルでオルガンやキーボードのラインアウトに接続します。

　　・STATIONARY L,R　（ステーショナリーL，R）
　　　　回転効果をつけないキーボード、各種音響機器等の入力端子です。
　　　　標準プラグ を持ったオーディオケーブルでキーボード等のラインアウトに接続します。

　　　　　　　　　　L，R入力をステレオで出力します。
　　
   　　　　　　　　 L，R入力がミックスされモノラルになります。また11ピン、8ピン入力のL，Rもミックスされます。
　　　　　　　　　　ステーショナリ-チャンネルがL又はRの一方しか出ないオルガンではこの位置にして下さい。

　・各ラインアウトジャックはステレオジャックです。
　　　　ステレオ"Y"ケーブルを使用することにより最大の効果を得られますが、モノで使用される場合は
　　　　モノのフォンケーブルを使用し、"L"側の信号のみ出力させてください。

　・ STATIONARY & BASS [ L/MONO , R ]　（ステーショナリー　＆　ベース）
　　　　ステーショナリーチャンネルL、R とロータリーチャンネルの低音部 が出力されます。
　　　　STATIONARY UNIT #2121と接続する場合はINPUT 2に接続します。
　　　　このジャックに接続するとスピーカーの負担を減らすために本体スピーカーでのステーショナリー
　　　　チャンネルの音が小さくなります。ただしラインアウトにはそのまま出力されます。

　・ ROTARY ( L/MONO , R )
　　　　ロータリーチャンネルの中音部のみがL、Rステレオで出力されます。  
　　　　STATIONARY UNIT #2121と接続する場合はINPUT 3に接続します。
　　　　このジャックに接続するとスピーカーの負担を減らすために本体スピーカーでのロータリーの
　　　　低音域の音が小さくなります。ただしラインアウトにはそのまま出力されます。 

①LESLIE 11PIN CONNECTOR （レスリー11ピンコネクタ）
    
　　
   

②LESLIE 8PIN CONNECTOR（レスリー8ピンコネクタ）
   

③LINE IN（ラインイン）ジャック
　 　
　　

④STATIONARY(ステーショナリー)入力セレクト
　　
　　・STEREO
　　
　　・MONO 

⑤LINE OUT（ラインアウト)ジャック　　

⑮

⑯

各部の名称と働き
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　　付属の電源コードで１００Ｖ　ACコンセントに接続します。

　　STATIONARY UNIT #2121接続時DCC-2ケーブルでREMOTE INに接続します。
　　本機（#2101mk2）の電源スイッチ操作に連動して#2121の電源ON/OFFができるようになります。

　　ONで電源が入り、OFFで切れます。
　　11PINレスリーケーブル接続時はOFF（REMOTE)にしておきます。
　　この状態でオルガンの電源スイッチを入れると連動してレスリーの電源が入ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(※ 8ピンケーブル接続時は連動しません。)
　　

フットスイッチを踏むごとにPRESET 1とPRESET 2 を交互に切替えることができます。
フットスイッチタイプは設定変更をすることでアンラッチタイプ（別売　FS-9H等)　と
ラッチタイプ（BOSS FS-5L等）のどちらも使用可能です。

FOOT SWITCH を踏むごとにローターのSLOW/FASTが交互に切替わります。
またフットスイッチを1秒以上踏みつづけるとローターが止まります。

フットスイッチタイプは設定変更をすることでアンラッチタイプ（別売　FS-9H等)　とラッチタイプ（BOSS 
FS-5L等）、2スイッチタイプ（別売　FS-10TL）が使用可能です。→p.17

⑥AC IN(ACイン)ソケット
 

⑦REMOTE（リモート）

⑧POWER(パワー)スイッチ

⑨FOOT SW（フットスイッチ）ジャック
　・ PRESET（プリセット）

　・ SLOW/FAST/STOP（スロー／ファースト／ストップ）　　　　　

※ ラッチタイプのフットスイッチを使用するか、Brake Timeが"OFF"に設定されている場合は止まりません。→p.15



　　STATIONARY -L　:　ステーショナリ-L チャンネルの音量調整です。　　 
　　STATIONARY -R　:　ステーショナリ-R チャンネルの音量調整です。　　

　　ロータリーチャンネルの音量調整です。

　　ロータリーチャンネル のオーバードライブの深さを調整します。
　　右へ回すとオーバードライブによる歪みが増えてきます。
　　左いっぱいにすると、OFFになり真空管を通らない音になります。　　

　　ロータリーチャンネル のオーバードライブのタイプを調整します。
　　SOFT側に回すとにじむような感じの歪に、HARD側に回すと尖った感じの歪になります。

　　Neutrik NL4FX型スピコン出力端子

　　内部の13cmウーハーの替わりに、より口径の大きな
　　外部スピーカーをつなぎ、さらに大音量で鳴らすことができます。
　　コネクタは4コンタクトで、接続は右図のようになります。

　　それぞれのスピーカーのインピーダンスは、4Ω以上のものを使用して下さい。

　　パワーアンプの最大出力付近で点灯します。
　　このランプが連続して点灯するご使用方法では、スピーカーを破損する恐れがあります。
　　(これによる修理は、保証の対象外です。)                         　　　　　　　　 

⑫STATIONARY VOLUME CONTROL(ステーショナリー　ボリュームコントロール)つまみ
　　

⑬ROTARY VOLUME CONTROL( ロータリーボリュームコントロール）つまみ
　　

⑭OVER DRIVE(オーバードライブ)つまみ  

⑮TUBE MODE(チューブモード)つまみ  

⑯EXT.Speaker (外部スピーカー端子) 

⑰Power Amp Overload(パワーアンプ・オーバーロード)

　　　　　レスリーを2台以上カスケード接続する場合に2台目のレスリーMIDI INに
　　　　　接続します｡オルガンからのMIDIに本機のFOOTSW信号がMIDI OUTにミックスされます。

　　　　　オルガン、キーボードのMIDI OUT に接続します。
　　　　　レスリー端子を持たないキーボードでも、MIDIケーブルによる接続で、
　　　　　ダンパーペダルやモジュレーションホイールによるSLOW／FASTのコントロールが可能です。(p.17)
　　　　　また、対応モデルではNRPNによる本機のパラメータ操作が可能です。(p.18)

⑩MIDI IN(ミディイン)ジャック　　　　

　　

　

⑪MIDI OUT(ミディアウト)ジャック　　　　　
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①

②⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑰

⑬

⑭

③

④

⑤

⑥

プリセットとファンクションの設定

(p.14)を、参照ください。



　・別売の11ピンレスリーケーブル(LC11-7M)を接続します。

　・レスリーのボリュームはSTATIONARY L,R は"０"、ROTARY は目盛3付近にします。

　・レスリー側の電源スイッチをOFF（REMOTE)にしてください。

　・オルガンの電源スイッチを入れると3～5秒遅れてレスリーの電源が入ります。

　・オルガンのレスリー(SLOW/FAST)切替えスイッチを操作してホーンローターの回転が

　　変化することを確認します。

　・オルガンを発音させ最大音量時レスリーが適正な音量になるようROTARYボリュームを

　　調整します。

　・別売の11ピンレスリーケーブル(LC11-7M)または8ピンケーブル(LC8-7M)を接続します。
　・レスリーのボリュームはSTATIONARY L,R 、ROTARY すべて目盛3付近にします。
　・電源を入れるには.....
　　　　　11ピンの場合

　 　　　　 8ピンの場合

　・オルガンのレスリー(SLOW/FAST)切替えスイッチを操作してホーンローターの回転が
　　変化することを確認します。
　・XK-3/3cの場合：[LESLIE ON]ボタンをON、XK-5の場合：[BYPASS]ボタンをOFFにし、
　　ドローバーボイスのみを発音させ最大音量時、レスリーが適正な音量になるようROTARYボリュームを調整します。
　・

MIDIケーブル

MIDI OUT

MIDI INレスリー１１ピンケーブル

MIDI OUT

MIDI IN

XK-2 HAMMOND

1．11ピンレスリーコネクタ付1チャンネルモデル（ロータリーチャンネルのみ使用）

　　該当機種：new B-3、XK-2　

オルガンの接続と基本操作

２.11ピンまたは8ピンレスリーコネクタ付3チャンネルモデル    

　　該当機種：XK-3c、XK-3、XE-1、SK1/SK2、XK-5、SKX、XK-1C　

MIDIケーブ ル

レスリー１１ピンまたは８ピンケーブル

MIDI OUT
MIDI IN
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・オルガンのレスリーチャンネル画面でCHを "2or3" にします。

・レスリー側の電源スイッチをOFF（REMOTE)にしておいてください。
・オルガンの電源スイッチを入れると3～5秒遅れてレスリーの電源が入ります。
・オルガンの電源スイッチを入れます。
・レスリー側の電源スイッチをＯＮにします。

ROTARYとの音量が同等になるように、STATIONARY L.Rの各ボリュームを調整します。(下表参照)

XK-5,SK1/2,SKX

XK-1C

XK-3/3c

XE-1

STATIONARY ch 出力

[BYPASS]ボタン：ＯＮ

[BRAKE]ボタン：ＯＦＦ
[ON]ボタン：ＯＦＦ

[ON]ボタン：ＯＮ

[BYPASS]ボタン：ＯＦＦ

ROTARY ch 出力



　・別売のレスリー8ピンケーブル(LC8-7M)を接続します。

　・レスリーのボリュームSTATIONARY L,R は”0”、ROTARYは中央付近にします。

　・オルガンの電源スイッチを入れます。

　・レスリー側の電源スイッチをＯＮにします。

　・オルガンのレスリー(SLOW/FAST)切替えスイッチを操作してホーンローターの回転が変化することを

　　確認します。

　・オルガンを発音させ最大音量時レスリーが適正な音量になるようROTARYボリュームを調整します。

３．８ピンレスリーコネクタ付１チャンネルモデル（ロータリーチャンネルのみ使用）

　　該当機種：ＸＫ－１、ＸＭ－２、ＸＢ－１、ＸＭ－１

　・市販の標準オーディオケーブルでオルガンのラインアウトと本機のラインインを接続します。

　・フットスイッチFS-9H又は同等品をSLOW/FAST端子に接続します。

　・レスリー側のボリュームはSTATIONARY L,R 、ROTARYすべて目盛3付近にします。

　・オルガンの電源スイッチを入れます。

　・レスリー側の電源スイッチをONにしてください。

　・約3～5秒後LEDディスプレイが点灯しホーンローターが回り始めます。　　

　・フットスイッチを押してホーンローターの回転がSLOW,FAST,SLOWと変化することを確認します。

　　さらにフットスイッチを1秒以上押しつづけるとローターはストップすることを確認します。

　・オルガンを発音させ最大音量時レスリーが適正な音量になるようROTARYボリュームを調整します。

　・リズムマシン、ミュージックプレーヤー等が、適正な音量になるようにSTATIONARY L,Rボリュームを調整します。

　　注意：ロータリーシミュレーターを内蔵したモデルで本機を使用する場合はシミュレーター機能を

　　　　　　OFFにしてください。その方法については各モデルの取扱説明書を御参照ください。

４．レスリーコネクターを持たないモデル（ロータリーラインイン使用）

オルガンとMIDIケーブルで接続した場合

レスリー８ピンケーブル

MIDIケーブル

MIDI INレスリー８ピンケーブル

MIDIケーブル

MIDIケーブル

MIDI OUT

MIDI IN

MIDI IN
オーディオケーブル

ROTARY IN
STATIONARY L,R

SLOW/FAST/STOP
FOOT SWITCH
FS-9H etc.

LINE OUT

11

11pin、8pinの場合、MIDIケーブルを接続しなくても、基本的なコントロールは行えますが、

MIDIケーブルをつなぐと以下のことも出来るようになります。

　・オルガンのモジュレーションホイールを動かすとローターの回転が変化します。(p.17)

　・対応モデルでは、オルガン内蔵レスリーシミュレーターのパラメータを変更すると、

　　連動してレスリーのパラメータも変更されます。(p.18)

リズムマシン

ミュージックプレーヤー等



2 1

LINE

LINE LINE

POWER
ON

FROM
Leslie #2101/2102

ONLY

TW. LEVEL

MIC

GAIN

OFF ON

(XLR ONLY)

TIP: RETURN
RING: SEND

INPUT 2

BASSVOLUME INSERT VOLUME VOLUME VOLUMETREBLE

PHANTOM
XLR: Lo-Z

PHONE: Hi-Z

INPUT 1 INPUT 3 TONE MASTER

LINE OUT

-10-10 +10+10

-5+5

0 10 0 10 0 10 0 10

REMOTE

PUSH

DCC-2ケーブル

LI-40

p.13の接続例においても、つまみ位置は上図を参考にしてください。

ステーショナリーユニット2121との接続例と設定

接続例(1)　2101mk2　1台、2121　1台を組み合わせた　モノラル接続

本機とレスリー2121を組み合わせることにより重低音と迫力あるサウンドがプラスされレスリー21システム

本来の性能が発揮されます。　2121の代わりに市販のキーボードアンプやベースアンプにも接続可能

ですが特に2121との組み合わせでは以下の特徴があります。

　・ホーンのクロスオーバー周波数は700Ｈｚと低くおさえられているので、中低音の音程感と音の輪郭は

　　良好です。

　・11ピンケーブル使用時には、オルガンの電源スイッチ操作で、2101mk2，2121共に電源ON/OFFができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(※ リモート機能)

・2101mk2,2121共電源スイッチがOFFであることを確認の上図のように接続してください。

・2121のINPUT 2,及びINPUT 3のVOLUMEを上図を参考にセットしてください。

・2101mk2の電源投入後2～3秒遅れて2121の電源が入ります。

・p.14～p.16を参照してロータリーチャンネル各部音量を以下の値に設定します。

　　　HORN ROT.

　　　LOW ROT.

　　　BASS

・MASTER VOLUMEを3時方向程度まで回し正しく音が出ることを確認してください。

・その後お好みの状態になるよう各つまみを調節してください。

LEVEL : 90

LEVEL : 99

LEVEL : 90

12
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2 1 2 1

LINE

LINE LINE

POWE
R

FROM
Leslie #2101/2

102

TW. LEVE

MIC

GAIN

OFF ON

(XLR ONLY)

TIP:  RETURN
RING: SEND

INPUT 2

BASSVOLUME INSERT VOLUME VOLUME VOLUMETREBLE

PHANTO
XLR: Lo-Z

PHONE: H i-

INPUT 1 INPUT 3 TONE MASTER

LINE OUT

-1-1 +1+10

-5+

0 10 0 10 0 10 0 10

REMOT

PUS

LINE

LINE LINE

POWER
ON

FROM
Leslie #2101/21

02

TW. LEVEL

MIC

GAIN

OFF ON

(XLR ONLY)

TIP: RETURN
RING: SEND

INPUT 2

BASSVOLUME INSERT VOLUME VOLUME VOLUMETREBLE

PHANTOM
XLR: Lo-Z

PHONE: Hi-Z

INPUT 1 INPUT 3 TONE MASTER

LINE OUT

-10-10 +10+10

-5+5

0 10 0 10 0 10 0 10

REMOTE

PUSH

LINE

LINE LINE

POWER
ON

FROM
Leslie #2101/21

02

TW. LEVEL

MIC

GAIN

OFF ON

(XLR ONLY)

TIP: RETURN
RING: SEND

INPUT 2

BASSVOLUME INSERT VOLUME VOLUME VOLUMETREBLE

PHANTOM
XLR: Lo-Z

PHONE: Hi-Z

INPUT 1 INPUT 3 TONE MASTER

LINE OUT

-10-10 +10+10

-5+5

0 10 0 10 0 10 0 10

REMOTE

PUSH

接続例(3)　2101mk2、2121　各2台　組み合わせたステレオ接続

接続例(2)　2101mk2　1台　、2121　2台を　組み合わせたステレオ接続

LINE

LINE LINE

POWER
ON

FROM
Leslie #2101/2

102

TW. LEVE

MIC

GAIN

OFF ON

(XLR ONLY)

TIP : RETURN
RING: SEND

INPUT 2

BASSVOLUME INSERT VOLUME VOLUME VOLUMETREBLE

PHANTOM
XLR: Lo-Z

PHONE:  Hi- Z

INPUT 1 INPUT 3 TONE MASTER

LINE OUT

-10-10 +10+10

-5+

0 10 0 10 0 10 0 10

REMOT

PUSH

LINE

LINE LINE

POWE
R

FROM
Leslie #2101/2

102

TW. LEVE

MIC

GAIN

OFF ON

(XLR ONLY)

TIP:  RETURN
RING: SEND

INPUT 2

BASSVOLUME INSERT VOLUME VOLUME VOLUMETREBLE

PHANTO
XLR: Lo-Z

PHONE: H i-

INPUT 1 INPUT 3 TONE MASTER

LINE OUT

-1-1 +1+10

-5+

0 10 0 10 0 10 0 10

REMOT

PUS

レスリー11ピン　"Ｙ"ケーブル（LC11Y-7M）

ステレオ to L/R "Ｙ"ケーブル（別売）

ステレオ to L/R "Ｙ"ケーブル（別売）

ステレオ to L/R "Ｙ"ケーブル（別売）

ステレオ to L/R "Ｙ"ケーブル（別売）

ステレオ接続によりローローターの回転が立体的に聞こえます。 

その他は接続例(1)と同様です。ただし2台目の2121にはリモート機能は働きません。

ホーンローターを含めた完全なステレオセットです。

レスリー21システムとして最高の性能を発揮します。

13



① PRESET SELECT（プリセット　セレクト）
　　　ボタンを押すたびにPRESET 1（緑のLED) と PRESET 2（赤のLED）が交互に切換わります。
　　　PRESETジャックに接続したフットスイッチから切替えることも出来ます。
　　　工場出荷時、PRESET1は model 122をイメージした　"12"
                              PRESET2は model 21Hをイメージした  "21"　がセットされています。

② FUNCTION SELECT（ファンクション　セレクト）
　　　ボタンを押すとHorn Rotor（緑のLED） とLow Rotor（赤のLED） が交互に切換わります。
　　　このボタンを1秒間以上押し続けると緑と赤のLEDが同時に点灯し、各ローターファンクションより
　　　MIDI ファンクション に切り換わります。

③ FUNCTION SWITCH（ファンクションスイッチ）
　　　設定するファンクション（機能）を切り換えるスイッチです。
　　　全部で8つのポジションがあります。

④ LEDディスプレイ    
　　　ファンクションスイッチの各ポジションでのバリュー(値)が表示されます。　　　

⑤ VALUE UP/DOWN(バリューアップダウン)　
　　　このつまみを左右に回してディスプレイの表示を見ながらバリュー(値)を設定します。

⑥ MEMORY（メモリー)ボタン
　　　このボタンを1秒間以上押しつづけると選択されているPRESETのLEDが点滅し
　　　FUNCTION　SWITCHで設定した内容がプリセットに記憶されます。
　　　尚PRESET1，2のメモリーは電源スイッチを切っても消えず保持されます。

　レスリー21の特長の一つであるレスリーパラメータの編集とメモリー機能について

　8ポジションのロータリースイッチとファンクションセレクトスイッチによる切り替えで、
　ホーンローター、ローローターあわせて16種のパラメータを設定しプリセット1，2に
　メモリーすることが出来ます。

プリセットとファンクションの設定

14
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①

②

③
④

⑤

⑥



　　1.Slow Speed（スロースピード）: 　Slow 時の回転速度を設定します。

　　2.Fast Speed（ファーストスピード）: 　Fast 時の回転速度を設定します。

　　3.Rise Time（ライズタイム） :   Slow からFast スピード になるまでの時間を設定します。（単位は秒）

　　4.Fall Time（フォールタイム） :　FastからSlow スピード　になるまでの時間を設定します。（単位は秒）

　　5.Brake Time（ブレイクタイム):  Fast からStop までの時間を設定します。（単位は秒、または OFF）

　　6.Rot.Level（ローターレベル） :  ローローター中音部の音量を設定します。

　　7.Bass Level（バスレベル）: ローローター低音部の音量を設定します。

　　8.Cabi. Charactor（キャビネットキャラクタ）: キャビネットの特性を設定します。

                                                                            ホーンローターの周波数特性や、トレモロ、コーラスの深さ、

                                                                            余韻のシミュレートも変化します。　　

LOW ROTOR 　ローローターの設定 (赤のLED点灯）

　　1.Slow Speed（スロースピード）: Slow 時のホーンローターの回転速度を設定します。

　　2.Fast Speedファーストスピード）:　Fast 時のホーンローター回転速度を設定します。

　　3.Rise Time（ライズタイム） :   Slow からFast　スピード になるまでの時間を設定します。（単位は秒）

　　4.Fall Time（フォールタイム）:　FastからSlow スピード になるまでの時間を設定します。（単位は秒）

　　5.Brake Time（ブレイクタイム）:  Fast からStop までの時間を設定します。（単位は秒、または OFF）

　　6.Rot. Level（ローターレベル） : ホーンローターの音量を設定します。　

　　7.Cross Over Freq（クロスオーバーフリクエンシ） :

　　　　　　　クロスオーバー周波数とはホーンローターとローローターが切替わる周波数のことです。

　　　　　　　従来のレスリーではおよそ800Ｈｚで固定されていましたが本機では3種類設定可能です。

　　　　　　　　　　クロスオーバー周波数の設定　　(fc=0.7 ,0.8 ,1.0 kHz)

　　8.Horn Character（ホーンキャラクタ） :ホーンローターの周波数特性を設定します。 

HORN ROTOR 　ホーンローターの設定(緑のLED点灯）

Fall Time Rise Time Brake Time

Speed

Fast 
Speed

Slow
Speed

Slow
on

Fast
on

Brake
on

Stop
Time

レスリーロ ーターの時間とスピ ード変化の概念図
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各ファンクションの設定内容について

ホーンローター、ローローターの各設定値の範囲及び初期設定値はp.19の「表1　プリセットパラメータの

範囲とデフォルト（初期設定）値」を参照ください。

fc
125Hz
(固定)

中音部低音部 高音部
（ホーンローター）

周波数

レベル

(ローローター)

(クロ スオーバー周波数)

12

21

br

：

：

：

122タイプ・・・

21Hタイプ・・・

ブライトタイプ・・・

なじみの深い定番のサウンドです。

122以前につくられたモデルで、

澄んだ美しいサウンドです。

オルガン側でビブラートコーラスをかけると、

より近いサウンドになります。

明るく目立つサウンドです。

オーバードライブをかけると、より華やかになります。

フラットに近い特性で、2101に近いプレーンなサウンドです。

FL ： フラット

： 1.0kを強調

1.6

1.0

： 1.6kを強調

2.0 ： 2.0kを強調

FL ： フラットタイプ・・・
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操作例）　プリセット 2においてホーン音量を変更する。

STEP ① PRESET SELECT（プリセット　セレクト)ボタンを押して1か2を選択。
　　　　　　－＞　ここではプリセット2にします。

STEP ② FUNCTION SELECT（ファンクション　セレクト)ボタンを押してHORN ROTORか
            LOW ROTOR を選択。
　　　　　　－＞　ここではHORN ROTORを選択します。

STEP ③ FUNCTION SWITCH（ファンクションスイッチ）を回して機能を選択。
　　　　　　－＞　ここではRot. Levelの位置にします。
　　　
STEP ④ この時工場出荷時のままであればLEDディスプレイ は　"50” を表示しています。

STEP ⑤ VALUE UP/DOWN（バリューアップダウン)つまみを回して数値を変更します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－＞　右に一杯に回すと表示が"99"になります。
　　　        　　この時ホーン音量が最大になります。　

STEP ⑥ MEMORY（メモリー）ボタンを1秒間押してこの設定値を記憶します。　
　　　　　　他の設定値も変えたいときはSTEP②からSTEP⑤までの操作を繰り返して下さい。

　　　　
　　　尚、同一プリセット内で複数の設定を変更する場合はすべての変更が終わった後
　　　MEMORY ボタンを押すことによりそれまでの変更内容をまとめて記憶します。
　　
　　　ただし、上記においてMEMORYボタンを押す前にPRSETを切り換えるとそれまでの
　　　設定内容はすべてクリヤーされ変更前の状態に戻ってしまいますのでご注意下さい。　　　

メモリーボタンを押しながら電源スイッチを入れます。
LEDディスプレイに "In" が一定時間表示されます。

プリセットパラメーターの変更方法

工場出荷時の設定（デフォルト設定値）に戻すには

16
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　　1.[Control Ch] :  各コントロールチェンジの受信 ON/OFF及び チャンネル1-16を設定します。　　　　　　

　　2.[Prog. Ch] :  各プログラムチェンジの受信 ON/OFF及びチャンネル1-16を設定します。

　　　　　　　　　　　　受信時はプログラム1、2で プリセット1、2を切り換えます。

　　3.[Mod Rx] :  モジュレーションホイールからのスピードコントロールの受信ON/OFFを設定します。

　　4.[Exp Rx] :  エクスプレッションペダル からのスピードコントロールの受信ON/OFFを設定します。　

　　5.[S/F Type] :6.で設定されたコントロールチェンジによる

　　　　　　　　　　  Slow / Fast スイッチ の Latch(LA)/Unlatch (uL)を 設定します。

　　　　　　　　　　　SLOW/FAST/STOPのフットスイッチ入力のタイプも同時に設定されます。

　　　　　　　　　　　フットスイッチFS-10TLを接続した場合はLAに設定して下さい。

　　　　　　　　　　　　　uL:アンラッチタイプ  (押している時だけONになり離すとOFFになる）

　　　　　　　　　　　　　LA:ラッチタイプ　　（1回押すたびにON、OFFが交互になる）　

　　6.[S/F Cont.Code] :  Slow / Fast スイッチ の コントロールコードを設定します。

　　　　　　　　　　　　　　　工場出荷時は82で、0～97の範囲で設定可能です。

　　　　　　　　　　　　　　　例：ダンパーペダルでコントロールするには、

　　　　　　　　　　　　　　　　　[S/F Cont.Code]を 64 、[S/F Type]を uL に設定します。

　　7.[Dump Out] :  MIDI OUT より Dump Out（ダンプアウト）を実行します。

　　　　　　　　　　　　本機のプリセットパラメータ及びシステムパラメータをMIDIシーケンサへ保存したり、

　　　　　　　　　　　　もう1台の2101mk2を同じ設定にする場合に使用します。

MIDI  FUNCTION　　ＭＩＤＩ 機能　（緑と赤のLED点灯）

8.[P.F.SW Type] ：Preset Foot Switch Type

 　　　　　　　　　　プリセット1、2切り換え用フットスイッチのタイプを設定します。

　　　　　　　　　　　　uL:アンラッチタイプ

　　　　　　　　　　　　LA:ラッチタイプ　　　　　　　　

フットスイッチの設定　(緑と赤のLED点灯）　　

操作１．FUNCTION SWITCHをDump Outにする。

　　　２．MIDI DATA レコーダーを記録状態にする。

　　　３．VALUE つまみを回すとダンプが開始され、LEDの

　　　　　dPの文字が点滅する。

　　　　　点滅がストップしたらダンプ完了。

尚、ダンプ受信については特に操作は不要で

常時受信可能です。

システムパラメータ（MIDI　ファンクション）の設定

FUNCTION SELECTボタンを1秒間以上押し続けると緑と赤のLEDが同時に点灯し、
MIDI ファンクション に切り換わります。

注）システムパラメーターは設定と同時に記憶され、記憶操作は不要です。
　　また、各プリセットにおいて共通です。
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設定値の範囲と初期設定値はp.19の「表２　システムパラメータの範囲とデフォルト（初期設定）値」

を参照ください。
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MIDI による他の楽器からのコントロール

ＸＫ－３ｃ、ＸＫ－５による操作例

　レスリー2101mk2はレスリーパラメータ（p.19 表1参照)をMIDIによってコントロール

することが出来ます。ローローターはDSPによるソフトウエアによってコントロールされ、

一方ホーンローターはCPUにより制御されたブラシレスDCモーターにより取り込まれた

MIDIコントロールデータに応答します。

具体的には以下のようになります。

１．11ピンレスリーインターフェースを持たないシンセサイザーなどのハモンド以外のキーボードや

　　MIDIマスターキーボード等からでもレスリーローターや音色をコントロールすることが出来ます。

　　モジュレーションホイールが付いているモデルではホイルの操作でロータースピードをSLOWから

　　FASTまで連続的に可変することが出来ます。

２．XK-3ｃ、XK-3、XK-1、XB-1、XM-2、XM-1、XK-2、XE-1、SK1/SK2、XK-5、SKXなどの対応モデルでは、

　　内蔵のレスリーシミュレーターの設定に連動して本機のローターや音色をコントロールできるようになります。

　　ただし、この機能を可能にするためにはオルガン側のMIDI NRPNを"ON"にする必要があります。

　　その方法については各モデルの取扱説明書を参照してください。

２．XK-3c、XK-5のレスリーパラメータ画面で例えばHORN SLOW SPEEDの設定をします。

　　レスリー2101mk2のFUNCTION SWITCHをSlow SpeedにしSELECTをHORN ROT. にします。

３．XK-3c、XK-5のHORN SLOW SPEEDを変更すると画面の

　　表示が変わると同時に本機のLED表示も連動して上下します。

　　このときホーンローターがSLOWになっているとローターの回転数が

　　変化することを確認できます。

　　注）オルガン側のパラメータ値とレスリー側のパラメータ値が一致する範囲のみ

　　　　有効です。よって範囲外においては連動しません。

１．MIDIのMAST画面でLESを "21"、NRPNを"ON" にします。

18
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表1　プリセットパラメータの範囲とデフォルト（初期設定）値

表2　システムパラメータの範囲とデフォルト（初期設定）値

注）　デフォルト値は予告なく変更されることがあります。

Category Parameter
LSB
(62)

MSB
(63)

MSB
(06)

LSB
(26)

Preset1 Preset2

Horn Rotor Slow Speed 7F 0 0 - 99 (0,24-318rpm)    *1 - 8(46rpm) 8(46rpm)

Fast Speed 7F 2 1 - 27(375-450rpm)      *2 - 9(400rpm) 9(400rpm)

Rise Time 7F 4 0-39(0.2-12.5s)             *5 - 1.8s 3.0s

Fall Time 7F 6 0-39(0.2-12.5s)             *5 - 2.4s 3.0s

Brake Time 7F 8 0-39(0.2-12.5s),OFF    *5 - 3.0s 3.0s

Horn Character(mk2) 7F 1C 0-3(FL,1.0k,1.6k,2.0k)  *7 - FL FL

Rot Level 7F 19 0-99 - 50 50

Low Rotor Slow Speed 7F 1 0-9(0,24-48rpm)           *3 - 3(31rpm) 3(31rpm)

Fast Speed 7F 3 1-21(372-431rpm)        *4 - 1(376rpm) 1(376rpm)

Rise Time 7F 5 0-24(0.5-14.0s)             *6 - 12s 13s

Fall Time 7F 7 0-24(0.5-14.0s)             *6 - 5.5s 12s

Brake Time 7F 9 0-24(0.5-14.0s),OFF    *6 - 10s 14s

Rot Level 7F 1A 0-99 - 99 99

Bass Level 7F 1B 0-99 - 90 90

Horn&Low Rotor CrossOver Frequemcy 7F 0E 0-2(0.7k,0.8k,1.0k) - 0.8k 0.8k

Cabinet Character(mk2) 7F 1D 0-3(12,21,br,FL)           *8 - 12(122) 21(21H)

NRPN Adr. DATA Range Default

 Preset(Leslie)Parameters

Category Parameter Default
LSB
(62)

MSB
(63)

MSB
(06)

LSB
(26)

Preset Preset Number 7F 10 0,1(Preset1,Preset2) - 0(Preset1)
MIDI System Control Channel 7F 11 0-16(1-16channel,Off) - 0(1Channel)

Program Channel 7F 12 0-16(1-16channel,Off) - 16(Off)
Modulation Receive 7F 13 0,1(Off,On) - 1(On)
Exp Receive 7F 14 0,1(Off,On) - 0(Off)
Slow/Fast Control Type 7F 15 0,1(UnLatch,Latch) - 1(Latch)
Slow/Fast Control Code 7F 16 0-99 - 82

Other Preset Foot Switch Type 7F 17 0,1(UnLatch,Latch) - 0(UnLatch)
Leslie Mode 7F 18 0-2(Slow,Fast,Brake) - 0(Slow)

NRPN Adr. DATA Range

 System Parameters
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表３　プリセットパラメータの詳細
注）rpm＝回転数／分の意味です。実際の製品では±５％以内の誤差があります。

*2 Horn
Fast Speed

*7 Horn Character mk2

Character Display

Dec Hex

0 00 Flat FL
1 01 1.0k 1.0

2 02 1.6k 1.6
3 03 2.0k 2.0

Data LSB

*5 Horn Rotor Time *6 Low Rotor Time

time Display time Display

Dec Hex second Dec Hex second

0 00 0.2 0.2 0 00 0.5 0.5
1 01 0.4 0.4 1 01 1.0 1.0

2 02 0.6 0.6 2 02 1.5 1.5
3 03 0.8 0.8 3 03 2.0 2.0

4 04 1.0 1.0 4 04 2.5 2.5
5 05 1.2 1.2 5 05 3.0 3.0
6 06 1.4 1.4 6 06 3.5 3.5
7 07 1.6 1.6 7 07 4.0 4.0
8 08 1.8 1.8 8 08 4.5 4.5
9 09 2.0 2.0 9 09 5.0 5.0

10 0A 2.2 2.2 10 0A 5.5 5.5
11 0B 2.4 2.4 11 0B 6.0 6.0
12 0C 2.6 2.6 12 0C 6.5 6.5
13 0D 2.8 2.8 13 0D 7.0 7.0
14 0E 3.0 3.0 14 0E 7.5 7.5
15 0F 3.2 3.2 15 0F 8.0 8.0
16 10 3.4 3.4 16 10 8.5 8.5
17 11 3.6 3.6 17 11 9.0 9.0
18 12 3.8 3.8 18 12 9.5 9.5
19 13 4.0 4.0 19 13 10.0 10
20 14 4.2 4.2 20 14 10.5 10.
21 15 4.4 4.4 21 15 11.0 11
22 16 4.6 4.6 22 16 12.0 12
23 17 4.8 4.8 23 17 13.0 13
24 18 5.0 5.0 24 18 14.0 14

25 19 5.5 5.5
26 1A 6.0 6.0
27 1B 6.5 6.5
28 1C 7.0 7.0
29 1D 7.5 7.5
30 1E 8.0 8.0
31 1F 8.5 8.5
32 20 9.0 9.0
33 21 9.5 9.5
34 22 10.0 10
35 23 10.5 10.
36 24 11.0 11
37 25 11.5 11.
38 26 12.0 12
39 27 12.5 12.

Data LSB Data LSB

*1 Horn Slow Speed
rpm rpm rpm

Dec Hex Dec Hex Dec Hex

0 00 0 50 32 172 1 01 376
1 01 24 51 33 174 2 02 378
2 02 27 52 34 178 3 03 382
3 03 31 53 35 181 4 04 384
4 04 33 54 36 183 5 05 387
5 05 36 55 37 187 6 06 391
6 06 40 56 38 189 7 07 393
7 07 42 57 39 193 8 08 397
8 08 46 58 3A 195 9 09 400
9 09 48 59 3B 198 10 0A 402

10 0A 50 60 3C 202 11 0B 406
11 0B 52 61 3D 204 12 0C 408
12 0C 57 62 3E 208 13 0D 411
13 0D 61 63 3F 210 14 0E 414
14 0E 63 64 40 213 15 0F 418
15 0F 65 65 41 217 16 10 421
16 10 68 66 42 219 17 11 424
17 11 72 67 43 223 18 12 427
18 12 76 68 44 225 19 13 430
19 13 78 69 45 229 20 14 431
20 14 80 70 46 231 21 15 435
21 15 84 71 47 234 22 16 438
22 16 87 72 48 238 23 17 442
23 17 91 73 49 240 24 18 444
24 18 93 74 4A 243 25 19 447
25 19 97 75 4B 247 26 1A 450
26 1A 100 76 4C 249 27 1B 452

27 1B 102 77 4D 253
28 1C 106 78 4E 255
29 1D 108 79 4F 258
30 1E 112 80 50 262
31 1F 114 81 51 264
32 20 117 82 52 267
33 21 121 83 53 271
34 22 123 84 54 273
35 23 127 85 55 276
36 24 130 86 56 280
37 25 132 87 57 282
38 26 136 88 58 286
39 27 138 89 59 288
40 28 142 90 5A 291
41 29 145 91 5B 295
42 2A 147 92 5C 297
43 2B 151 93 5D 300
44 2C 153 94 5E 302
45 2D 157 95 5F 306
46 2E 160 96 60 309
47 2F 162 97 61 311
48 30 166 98 62 315
49 31 168 99 63 318

*3 Low Rotor Slow Speed

*Low Rotor Slow Speed 0-9 (0,24-48 Rpm)

*4 Low Rotor Fast Speed

*Low Rotor Fast Speed 1-21(372-431 Rpm)

Data LSB Data LSBData LSB

*8 Cabinet Character mk2

Character Display

Dec Hex

0 00 122 12
1 01 21H 21

2 02 brite br
3 03 flat FL

Data LSB
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MIDI Information

[Channel Message]

Control Change Program Change
Status 2nd Byte

Program Change messages etc. are received. Cn pp

n=MIDI Channel Number: 0 - F(Ch.1 - 16)

Modulation(Leslie Speed) pp=Program Number   0:preset1 1:preset2

Status 2nd Byte 3rd Byte Program Channel: Change Preset.

Bn 01 vv

n=MIDI Channel Number: 0 - F(Ch.1 - 16) System Exclusive Message
vv=Modulation Depth: 00 - 7F (slow - fast)

Memory Dump

Data Entry F0 System Exclusive
Status 2nd Byte 3rd Byte 55 SUZUKI ID

Bn 06 mm (MSB) 10 Device ID

Bn 26 ll (LSB) 10 Model ID MSB

n=MIDI Channel Number: 0 - F(Ch.1 - 16) 1C Model ID LSB

mm,ll=Value for the Parameter designated by NRPN. 11 Command: Data Packet

[TYPE] Data Type

Expression(Leslie Speed) 00h= Memory Dump
Status 2nd Byte 3rd Byte [PNH] Packet Number MSB

Bn 0B vv [PNL] Packet Number LSB

n=MIDI Channel Number: 0 - F(Ch.1 - 16) [DATA] 128 Bytes Data

vv=Expression: 00 - 7F(slow - fast) 256 Bytes nibblized ASCII

ex: 7Eh = 37h, 45h

Korg Rotary Brake Code [CHD] Check Digit
Status 2nd Byte 3rd Byte Lower 7 bits of XOR [DATA]

Bn 53 vv F7 End of Exclusive

n=MIDI Channel Number: 0 - F(Ch.1 - 16)

vv=Control Value: 00 - 7F(0 - 127) 0-63 = Off, 64-127 = On Roland Leslie Slow Fast

Slow / Fast F0 System Exclusive
Status 2nd Byte 3rd Byte 41 Roland ID

Bn 52 vv 10 Device ID

n=MIDI Channel Number: 0 - F(Ch.1 - 16) 00 Model ID MSB

vv=Control Value: Leslie Slow/Fast Control Type= UL: 08 Model ID LSB

00 - 7F(0 - 127) 0-63 = Off, 64-127 = On 12 Command ID

Leslie Slow/Fast Control Type= LA: 02 address1

00 - 7F(0 - 127)  64-127 = Latch 00 address2

10 address3

NRPN MSB/LSB 3D address4
Status 2nd Byte 3rd Byte [DATA] 00:Slow 01:Fast

Bn 63 mm (MSB) [SUM] no check

Bn 62 ll (LSB) F7 End of Exclusive

n=MIDI Channel Number: 0 - F(Ch.1 - 16)

mm=Upper Byte of the Parameter Number designated by NRPN[MSB].

ll=Lower Byte of same[MSB].

The value set by the Control Change is not reset even when
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Leslie Date: 8-May-2012
Model: 2101mk2 Version: 1.01

Default 1 1 ControlChannel=1
Changed 1 - 16 1 - 16 ProgramChannel=Off
Default 3 3
Messages X X
Altered ***** X

X X
: True Voice ***** X
Note ON X X
Note OFF X X

After Key's X X
Touch Ch's X X
Pitch Bender X X

1 O O Modulation
6,38 O O Data Entry

11 X O Expression(LeslieSpeed)

82 X O Korg Rotary Fast
83 X O Korg Rotary Brake

98,99 O O NRPN LSB, MSB

O 0 - 1 O 0 - 1
: True # ***** O 0 - 1

System Exclusive O O
: Song Position X X
: Song Select X X
: Tune X X
: Clock X X
: Commands X X
: Local On/Off X X
: All Notes Off X X
: Active Sense X X
: Reset X X

Mode 1: OMNI ON, POLY Mode 2: OMNI ON, MONO O: Yes
Mode 3: OMNI OFF, POLY Mode 4: OMNI OFF, MONO X: No

MIDI Implementation Chart

Function

Program
Change

System
Common

Transmitted Recognized Remarks

Basic
Channel

System
Real Time

Aux
Messages

Mode

Note
Number

Velocity

Control
Change





アフターサービスについて

・この商品には保証書を下記添付しております。

　所定の事項の記入後記載内容をご確認のうえ大切に保管して下さい。

・保証期間はお買いあげ日より１年間です。

・保証書の記載内容によりお買いあげ販売店が修理いたします。その他、詳細は保証書を

　ご覧下さい。

・保証期間が切れましても、修理によって機能が維持できる場合はお客様のご要望により

　有料修理いたします。

・アフターサービスについてご不明の場合は、お買い上げの販売店またはもよりの営業所に

　お問い合わせ下さい。

LESLIE 2101mk2和文取説　00457-40156  V1.03 -180601


